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平成28年熊本地震被災マンションの復旧・復興

熊本地震による被災マンションの概要
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はじめに

2016年4月に熊本地方で発生した 2度の大きな

地震によって、 熊本県を中心とする九州地方では

多くの人的被害が発生したほか、 住家や橋などの

構造物も甚大な被害を受けた。 特に、 熊本市に多

くの 分譲マンションが存在したことから、 区分所

有者の合意形成などにかかわるマンション特有の

問題のほとんどは、 熊本市で生じた。

本稿では、 熊本地震によるマンション被害の概

要を報告する。 資料は気象庁、 熊本県および熊本

市、 民間調査機関等による公表デ ー タと現地調査

を基とし、 建築構造学の視点から若干の考察を加

える。 なお、 本稿の〔表 l 〕～〔表 3 〕とく図 1 > 

～〈図6＞は公表デ ー タをもとに作成し、 〈図7)

は引用した。［写真l］～［写真4］は現地調査時

(2016年9月 22 日）に撮影した。
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2 熊本地震の概要

2016年4月14日 21時26分にマグニチュ ー ド6.5

の地震が発生し、 熊本県益城町で震度7、 熊本市

では震度6弱を観測した。 その後も最大震度 5 弱

以上の地震が6回発生し、 地震活動は活発な状態

が続いていたが、 4月16日l時25 分にはマグニチ

ュ ー ド7.3の地震が発生し、 益城町では再び震度

7が観測された。 このとき、 熊本市では震度6強

を記録した刻。〈図1 ＞に 2つの霞源位置および

住家被害率却を示す。 霞度7を 2度観測した益

城町は熊本市の東側に位置し、 熊本市は東側を中

心に大きな揺れを観測した。

これら一連の地震活動の特徴の l つに、 活発な

余震の発生があげられる。く図 2）に地震後6カ

月間の余震の 回数文 I）を示す。 最初の地震が発生

した4月14日以降の約2週間で、 最大震度 1 以上

の地震は3 0 0 0 回以上発生し、 うち22回は震度 5以

〈図1 > 平成28年熊本地震の震源位置と熊本県市町村別住家被害率（参考文献2より作成）
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